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１．緒言
　現在，多くの高等教育の現場に学習管理シス
テ ム（Learning Management System : LMS） が
導入されつつあるが，新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の拡大により遠隔教育の必要性が高
まり，それが一層加速されたといえよう．川崎医療
福祉大学（以下，「本学」という）においても2019
年度以前は LMS の利用は教員の裁量に委ねられて
いたが，2020年度の緊急事態宣言を受けて，急遽ほ
ぼすべての科目に対し使用が義務付けられた．その
際，Moodle ベースの学内の独自 LMSである「Keli」
と Microsoft の「Microsoft 365」が標準的に使用さ
れたことは，兵藤ら1）が述べた通りである．
　加えて，2021年度からは新たな LMS として
「WebClass」が導入された．本稿では，現行の
LMSであるKeli と Microsoft 365が抱える問題を述
べた後，WebClass について概観する．最終的に，
その導入によって，挙げられた問題が解決されるこ
とを示す．特に，著者らが担当した1000人を超える
ような大人数講義における課題の提出・管理につい
て，教員・学生双方に利点があることを強調する．

２．現行 LMS の問題
　本学における LMS として標準的に用いられたの
が，Keli と Microsoft 365である．後者は Web ア

プリケーションの集合体であり，主に「Teams」，
「Forms」，「Stream」が用いられた（これらの機
能の詳細については兵藤ら1）の報告を参照された
い）．COVID-19以降，本学においても，兵藤ら1），
門利ら2），田中と秋山3）などの報告にみられるよう
に，これらを用いた遠隔教育が実践され，LMS が
果たした役割が非常に大きいことがわかる．
　2021年度において著者らは，兵藤ら1）の報告にあ
る，1000人規模の科目「医療と福祉」，「医療福祉学
概論」を担当した．その際，彼らの報告の第5章の
方法を踏襲したが，いくつか変更を加えた．Forms
に課題を提出させることは同様であるが，学科ごと
に切り分けた提出物を，メールにより各学科の担当
教員に送付することにした．それに伴い，Teams
の各学科のチャネルは廃止した．また，この際，
Excel マクロを作成することで，学科ごとの切り分
けから，メール送信まで自動的に行えるようにした．
　このように科目運営において多少の改善を行った
が，いくつかの問題が残った．この章では，我々が
直面した主要な問題を3つ列挙する．
２．１　教務システムとの連携の問題
　LMS を講義に用いる際には，その科目のスペー
スを LMS に割り当て，そこに受講生を登録する必
要がある．Keli や Microsoft 365には教務の履修者
のデータをそのまま移行するような機能はないた
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め，原則として，教員が各自で受講生を登録する必
要があり，大きな負担となった．特に2020年度の緊
急事態宣言時は，事務職員も動員して学生の登録に
奔走することになった．
　Microsoft 365については，「Microsoft Azure」を
用いれば CSV ファイルをアップロードすることで
科目単位の一括登録が可能であり，多少の労力の節
約にはなる．しかし，情報機器の操作に不慣れな教
職員も多い中で，膨大な数の科目に対して一つ一つ
登録を行うのは，依然として大きな負担と言わざる
を得ない．なお，Keli に関しては，CSV による一
括登録の仕様がない．LMS と教務のシステムが正
しく連携され，学生登録の必要がなくなれば，教職
員の負担は大幅に軽減されるだろう．
　なお，岡山大学の Moodle 導入に関する長瀧4）の
報告によると，教務システムとの連携は可能である
ようだが，Moodle の標準機能には存在しないため，
業者に依頼し，機能を追加したとのことであり，あ
る程度のコストが必要になるようだ．
２．２　学内サーバーの処理能力の問題
　Keli は学内のサーバーにより稼働しているが，
もともと全学的に使用することを想定していないた
め，サーバーの処理能力は限定的である．通常の科
目では問題はないが，1000人を超える受講者がいる
科目で課題の提出を処理することは想定されておら
ず，このような科目では，Keli から課題を提出させ
ることは断念せざるを得なかった．
２．３　Microsoft 365の機能の問題
　Microsoft 365の Teams にも課題提出の機能は
あり，サーバーの能力に関しても問題はないが，
Teams の課題機能には人数制限があり，1000とい
う数はこれを超えるものであった．チームを複数作
ればこの問題は解決されるが，出欠や提出物の管理
が煩雑になるため，限られた人員では処理が難しい
と判断した．
　Teams の課題機能にはもう一つの問題がある．
それは各課題について一度しか提出ができない点で
ある．Web による課題提出のため，提出者側に送
信ミスなどが発生しがちであり，実際，著者らが
Teams を用いた科目では，もう一度課題を提出さ
せてほしいという訴えがたびたび発生した．受講生
が少ない科目であれば対応は可能であるが，大量の
受講生のサポートを数人で行う場合には大きな負担
となる．
　結果として筆者らは，受講生が1000人を超えるよ
うな科目に関しては Forms を用いることにし，複
数回の提出ができるように設定した．しかし，この
方法にも欠点があった．それは課題の提出を受講生

自身が確認する方法に関するものである．自身が課
題を提出したかどうか，またその提出内容を受講生
が確認するためには，提出の際に「自分の回答につ
いての確認メールを受け取る」のチェックボックス
にチェックをつけ，確認メールを受け取るしか方法
がない．このことは講義に先立って受講生に周知し
たが，このチェックを忘れたために，提出できたか
確認してほしいという訴えが続出した．訴えてきた
学生は氷山の一角であり，提出できているか不安に
感じていた学生は多数存在したのではないかと思わ
れる．
　Forms で回答を閲覧・採点する際にも問題が発
生する．Forms には回答の閲覧・採点機能がある
が，ソート・フィルターができない．回答の一覧を
Excel ファイルで出力する機能もあるが，閲覧には
不向きな構成である．したがって，受講生が1000人
を超えるような科目では，出力したExcel ファイル
を何らかの方法で加工する必要がある． 

３．WebClass
　WebClass は日本データパシフィックにより開
発された LMS である．鈴木ら5），Tsukahara et 
al.6），小松ら7）の報告からわかるように，少なくと
も2000年代からの高等教育機関への導入事例が確認
できる．その後も多数の報告があり，医療系の学部
では，濱田8），岡田ら9）の報告が，COVID-19後のも
のとしては，岡田ら9），田中10），赤澤11），北ら12），
の報告がある．このような豊富な実績があることが
示す通り，WebClass には講義の運営に必要な機能
が一通りそろっている．
３．１　教務システムとの連携
　まず，教務システムと連携されていることが挙げ
られる．これにより，教務の履修登録データをもと
に自動的に学生が登録されるため，担当教員が学生
をわざわざ登録する必要がない．
３．２　メッセージ機能
　受講生とメッセージのやり取りをすることができ
る．受講生全員にメッセージを送ることも，任意の
メンバーを選ぶことも可能である．なおKeli には，
学生と個別にメッセージをやり取りする機能はない
ため，メールや Teams のチャットを用いる必要が
ある．
３．３　資料提示機能
　テキストを表示できる他，PDFやWord・PowerPoint・ 
Excel などのファイルもアップロードして受講生に
提示することができる．URLを提示したい場合は，
テキストを張り付ければよい．
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３．４　レポート機能
　レポート課題を出題することができる．提出形式
は，テキスト・PDF・Word・PowerPoint・Excel
を任意に指定でき，公開・提出期間を設定すること
もできる．採点機能も有しており，その際，ソート
やフィルター付けが可能である．また，出題者の設
定により，提出者は，提出後にも提出内容を確認す
ることができ，複数回提出することも可能である．
さらに，類似レポートの検知機能も有しており，倉
澤13）の検証によると，ある程度の実用性はあるとの
ことである．
３．５　テスト機能
　記述式・選択式など，多様な形式の問題を出題可
能である．採点機能などはレポートと同様である．
３．６　出欠機能
　単純に出欠のみを取る機能も有している．受講生
は指定された期間にボタンを押すことで出席とみな
される．パスワードの指定や IP アドレスによる制
限が可能であり，出欠の状況の一覧を表示する機能
もある．なお，WebClass と教務の出欠機能は連動
していない．
３．７　アクセスログ・ログイン状況の表示機能
　アクセスログやログイン状況を表示する機能を有
している．例えば，ログイン時刻や IP アドレスの
履歴の表示やダウンロードが行える．

４．考察
　前章では WebClass の機能について概観してきた
が，高等教育機関の講義に必要な機能を一通り有し
ていることがわかる．また，教務システムと連携し
ていることで，教員の負担も軽減された．加えて，
Forms や Teams の問題であった，複数回提出と提
出者による提出確認の両立が可能となる．また，
Keli に比べてサーバーのスペックも高いため，1000
人規模の受講者によるアクセスにも耐えられると考
えられる．
　以下では1000人規模の講義の運営について，特に
課題の提出・管理について考察する．まず現行の方
法について述べたのち，WebClass を用いた，より
効果的な方法について検討する．
４．１　WebClass を用いた方法
　課題の提出には WebClass のレポート機能を用い
る．提出は期限内であれば何度でも可能とし，提出
した回答を提出者自身が閲覧することも許可する．
これにより，受講生が提出を正しく行えたかどうか，
不安に感じることはなくなるだろう．
　採点に関しては，各学科の担当教員を対象科目に
登録し，提出物の閲覧を可能にする．学科の担当教

員は提出物のソート・フィルター機能を用いて，学
科の受講生の提出物を閲覧し，採点する．本学の学
籍番号は，頭3文字で学科を判別できるため，頭3文
字がW34であれば，「W34*」のようにワイルドカー
ドを用いてユーザーを絞り込むことで担当の学科の
みを表示することができる．このような方法を採用
することで，現行のExcel マクロは不要となると考
えられる．現行と同様にExcel ファイルで閲覧した
いと考える教員は採点結果を CSV ファイルでダウ
ンロード可能である．
　なお，何らかの理由で上記の閲覧・採点方法が
不可能となった場合には，科目担当者が提出物を
CSV ファイルで WebClass からダウンロードし，
現行の方法と同様に，Excel マクロによるファイル
の切り分けを行うことにする．
　また，学科の担当教員から，まったく同じ答案が
あることが報告されている．遠隔による課題提出で
は安易なコピー・アンド・ペーストが発生しがちで
ある．これに対しては先述の類似レポートの検知機
能が一定の役割を果たすのではないかと思われる．

５．結語
　以上から，本学の WebClass は受講生が1000人を
超えるような科目に対しても，科目運営に十分な機
能を備えており，これを用いることで，第2章で述
べた問題が解決されることが分かった．
　加えて，1000人規模の科目において，様々なメリッ
トがあることが分かった．学生側としては，提出の
確認が可能となることで，提出ミスの可能性と心理
的不安が軽減される．科目担当（運営）側としては，
学生が回答の確認ができるため，学生対応の件数が
減少することが予想される．また，回答ファイルを
Forms の場合のように加工することも学生登録も
不要になる．採点担当側としては，WebClass 上で
採点できるため，科目担当者への採点結果の連絡が
不要になる．
　このようなメリットを実現できた要因としては，
サーバーの十分なスペック，十分な人数を登録でき
ること，教務システムとの連携，一つの LMS で講
義運営を完結できること，課題提出の確認機能，が
挙げられる．これらが，多数の受講生を抱える科目
に関する LMS による効率的な運営に必要な要素で
あると考えられる．本学において，これらの条件す
べてを初めて満たしたのが WebClass であるといえ
るだろう．
　2020年度初めの緊急事態宣言によって，本学は全
面的に遠隔講義に移行したことは既に述べたが，
2021年度より対面講義が再開された．その後も感染
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状況により，遠隔講義を行うこともあったが，総じ
て全面的な対面講義再開に向かっているといえる．
　遠隔講義への切り替わりにより，教職員への業務
の負担は増大したが，LMSの重要性が明らかとなっ
た．特に大人数の受講者を抱える科目では顕著であ
る．2019年度には1000人が受講する「医療と福祉」
において，全員に紙のレポート用紙を配付・回収し，

採点していたことは兵藤ら1）が述べた通りである．
LMS の使用によって，これらが不要になり，教職
員への負担が大幅に軽減された．2022年度からは，
この科目はカリキュラム再編に伴い「医療福祉の源
流」と名を変え，対面にて行われる予定であるが，
課題提出や出欠については，WebClass を使用し，
より効果的な講義の運営を行っていくつもりである．
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Abstract

　In this paper, we will discuss the learning management system “WebClass” which was introduced at Kawasaki 
University of Medical Welfare in the academic year 2021. Until now, the university has been using Moodle-based “Keli” 
and Microsoft’s “Microsoft 365”, but several problems have arisen. In this paper, we will list the major problems that 
the authors faced, and then show that WebClass will solve them. In particular, we will emphasize the advantages for 
both faculty and students in the submission and management of assignments for the large lectures that the authors 
have taught, such as those with more than 1000 students.
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